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参加者の感想 

 

 

 

 

私は今回初めてフランスに行き、すぐに思ったのは、日本とは違うなぁ、ということです。 

日本とは違う外という環境のなかで、約二週間も素晴らしい先生方や友達と音楽ができたのは、

とても貴重な経験だったと思います。 

  今回のキャパシティビルディングで、私はトリオで弾くマラン・マレの、ＬＡ ＧＡＭＭＥと、

ソロの方では、バッハを弾かせていただきました。楽譜をもらったときは、見たこともない記号や

音符があり、現代の楽譜とは違う読み方をするところもあったので、譜読みにとても時間がかかり

ました。はじめは、普通だったのに、レッスンを重ねるごとに、この曲を弾くことでさえ、大好き

になっていったことが、自分でもよく分かりました。 

コンサートでは、バロックボウをかりて演奏しました。 

モダンボウとは違っていて、やわらかい音色がでてくるのでバロックボウがさらに好きになりまし

た。ソロでは、これまで曲でやったことのなかった、呼吸感というものを教わりました。 

呼吸をすることで、音に広がりが増し、音がとても響きました。みんなでやったモーツァルトでは、

他パートの音をよく聞き、一緒に呼吸することを学びました。そして、全部に共通するのが、右手

の動きです。帰ってきてからも、とても気を付けるようにしています。 

 

  ラ・ロワンテーヌはとても広くて、リスがいたり、鳥がいたり、虫がたくさんいて、 

自然に触れることができるいい機会だったと思います。 

そして、ベルトランさんが作る料理が、とてもおいしくて、毎日食事の時間は、とてもわくわくし

ていました。フォンテンブローやパリにも観光に行けて、あこがれのものを自分の目で直接見るこ

とができて、とても幸せでした。 

  今回フランスに行って、私は本当の音楽をより感じることができたと思います。 

アキ先生、ラファエル先生、ベルトランさん、森先生、そして仲良くしてくれたみなさん、本当に

ありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 



 

この度、参加させていだきとてもびっくりするような事だらけでした。音楽の事はもとより、先

生方と食事の時間やちょっとした間に色々喋った事、騒がしい日本を離れて過ごすロワンテーヌの

素晴らしい環境、一緒に勉強した仲間達と一緒にがんばって工夫しあったこと。どれもこれからの

事に活かせそうな事ばかりです。本当に充実した時間でした。またできたら来年も参加したいです。 

 

 

 

 

今回私は、二回目、５年ぶりに参加させていただきました。今年は参加人数が５年前の倍以上に

なっていて驚きました。 

ロワンテーヌは相変わらずとても美しく、時間がゆっくりと流れていました。その中で森先生をは

じめアキ先生、ラファエル先生に感動的なレッスンをしていただき、皆でご飯を一緒に食べ、夜は

初見大会をし…本当に毎日毎日が楽しくてしょうがありませんでした。 

もちろん、レッスンでは自分の不甲斐なさに幻滅し、絶望感さえ生まれました。ですが、先生方の

熱心な御指導、そして仲間たちとの室内楽を通して少なからず光も見えてきました。そして本当に

変わりたい、と心から思い始めたのは自分にとって今回の大きな収穫ではないかと感じています。 

ロワンテーヌは曲や奏法についてだけでなく、音楽、そして人生において学ばせていただける場だ

とひしひしと感じました。 

ここで学んだこと、そして本当に仲良くなった仲間達は私の掛け替えのないものになりました。 

日本に帰ってからしばらく「ロワンテーヌ・シック」になったのは言うまでもありません。お世話

になった先生方、仲間たち、本当にありがとうございました。 

 

 
 



 

僕は今回初めて参加しました。 

レッスンでは、こんなレッスンには初めて出会ったと思うような驚きがありました。 

特に最初はなかなかついて行けず苦労しましたが、今まで気付かずにいた自分の不自然な癖にたく

さん気付かせられ、次第に自分の音が変わったのを感じるようになりました。 

環境の面でもラ・ロワンテーヌは自然が豊かで静かなのでとても恵まれていました。 

また生活を通して音楽だけでなく人間的に大きく成長することが出来たと思います。 

僕はこのような貴重な機会を得られてとても嬉しく思います。先生をはじめ、お世話になった方々

に感謝しています。 

 

 

 

 

 今回初めてキャパシティビルディングに参加させていただけて、私の人生にとって、 

忘れられない経験でした。 

 初めての弦楽器の方の伴奏をするということで、不安と楽しみでいっぱいでした。 

場所も日本ではないということで、不安でしたが、ロワンテーヌは、 

川に森にと自然に囲まれており、夜にはたくさんの星空が見られて、今でも脳裏に浮かぶほど 

衝撃的で、かつイメージが以前より広がったように思います。 

 レッスンでは、3 人の先生のレッスンで伴奏をさせていただきましたが、 

弦楽器もピアノも、音楽を奏でる点では、共通点があることに気づかされました。 

音の行き先を見据えた持って行き方、全音符、二分音符の伸ばしている間の音のつながり、 

弦楽器では、ボーイングで音の雰囲気の変化、それはピアノにおいて言えば 

指と鍵盤のタッチを変えれば音色も変わる、等のたくさんの課題を発見することができました。 

また、マラン・マレのチェンバロも途中までしか出来ませんでしたが、貴重な体験になりました。 

また、参加者のみなさんがとても優しく、熱心な人ばかりで私自身、音楽においても、人としても

刺激を受けることができました。 

  

今回のロワンテーヌでの出会いはこれからも大切にしたいと思います。 

ほんとに今回は多くの刺激を受けました。 

これから、どう勉強していけばいいかも自分の中で発見できました。 

今回の体験を生かせるようこれからも日々勉強します。 

来年も参加できるよう、この 1 年過ごしていこうと思います。 

 

 

 

 

 

 



 

このキャパシティビルディングは私にとって初めてのヨーロッパ、そして、ハイレベルな演奏仲

間に囲まれての有意義な生活はとても貴重な体験となりました。期間中は先生方といつでもお話す

ることができ、演奏の面のみならず、メンタル面でも支えて頂きました。 

 また、ラ・ロワンテーヌやその周辺の豊かな自然に囲まれた環境は普段、街中に住み、車などの

騒音を聞いている環境とはまるで違い、毎日を気持ちの良い素晴らしい日々にしてくれました。 

更に私にとっての貴重な体験は、毎日フランスの家庭料理を食べることができたことです。パンが

こんなにも美味しいということも驚きで、日本帰ってしばらくしても、またフランスパンを食べた

い！という気持ちでいっぱいです。日本とは違う食文化は毎回新鮮な気持ちになりました。 

この度は指導してくださった先生方、お食事を作ってくださったベルトランさん、また、このキャ

パシティビルディングを通じて知り合った大切な仲間たちに心より感謝申し上げます。 

 

 

 

キャパシティビルディング、森先生の授業を受けたのは今回が初めてでした。 

森先生のような授業をする先生は今まで見たことがありませんでした。 

他の人が受けているレッスンを何回も聴講しました。 

 僕自身は森先生に右手のテクニックを基本から教えてもらえたのが本当に良かったです。 

誰も教えてくれないことを教えてくれる人に出会えました。 

 前から右手には色々不安があり、上手くいっていませんでした。 

自分の先生や、講習会で習いに行った先生も曲を弾いてそのままレッスンを受けていました。 

 でも先生に弓の基本をじっくり教えてもらった後のほうが曲を弾いた時の違いがでました。 

 弓先での人差し指のコンタクト、親指の押し出し。 

 弓の元の薬指。元の時の弓先がぶれないこと。 

 異弦の時 など教えてもらったことはいっぱいあります。 

 

 僕は普段フランスで生活していますが、この講習会に参加してなかったら会えなかった同年         

代の音楽仲間に会えてよかったです。 

 レッスンが終わった後に、先生はこう言っていた等アドバイスをしあって、更に理解が深まりま

した。講習会が終わっても彼らとコンタクトを取っています。 

教えてもらったことが無意識でできるようになるくらい身に付くまではまだまだ時間がかかると

思いますが、今回教えてもらったことを必ず色んな曲を弾く時にしっかりと自分でできるように、

色んな音を探す時に使えるようになりたいと思いました。そして日々そういう練習方法を勉強し続

けたいと思います。 

 



 

 

 


